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要  旨 

この原稿は，農業農村工学会論文集の完全版下原稿（邦文）の作成例です．ここに，完全版下原稿を作成するのに必

要なレイアウトやフォントに関する情報を記述しています．この原稿作成例を参考にして，題目や文章，図表などをレ

イアウトしてください．なお，本作成例と併せて「完全版下原稿作成上の注意点」も参考にしてください． 

この要旨を含め，邦文題目部分の幅は本文よりも左右 10 mm ずつ狭くします．要旨のフォントは，漢字・仮名は明朝

体の全角 8 pt，英字・数字は Times などの代表的な Roman 体の 8 pt を用いてください．要旨の長さは 1 行約 50 文字で 7

行以内です．要旨の後に 1 行空けて，邦語キーワードを 5～7 個，明朝体 8 pt で書いてください． 

 

キーワード：明朝体 8 pt，5～7 語，2 行以内，要旨の後に 1 行の行間スペース，キーワードが 1 行を超えたらインデン

トして折り返す 

 

 

1. はじめに 

 

この原稿作成例には，完全版下原稿（邦文）を作成する

ために必要なレイアウトやフォントに関する情報が記述さ

れています．この作成例に従って原稿を作成してください．

なお，使用するワープロ，パソコンなどの機器やソフトな

どによって，設定したフォントサイズと見た目のサイズが

異なることがあります．そのような場合は，原稿作成例の

フォントサイズに限りなく近いフォントを選んでくださ

い． 

 

2. 全体のレイアウト 

 

ここでは，完全版下原稿全体に関わるレイアウトについ

て説明します． 

 

2.1 構成 

完全版下原稿は，次の 3 つの部分で構成します． 

 ①邦文題目部分：横 1 段組 

（題目，著者名，所属機関名，同住所，要旨, 

キーワード） 

 ②本文部分：横 2 段組 

 ③英文題目部分：横 1 段組 

（題目，著者名，所属機関名，同住所，要旨， 

キーワード） 

 

2.2 原稿用紙 

原稿用紙は，縦置き A4 用紙で，横書きとします． 

 

2.3 マージン 

基本的なマージンは，次のとおりです． 

上マージン ：25 mm 

 ただし，1 ページ目の上マージンは 30 mm 

下マージン ：20 mm 

左右マージン：20 mm 

 ただし，題目部分の左右マージンは 30 mm 

 

2.4 ヘッダおよびフッタ 

ヘッダおよびフッタは事務局で入れます． 

 

3. 邦文題目部分のレイアウト 

 

邦文題目部分は，論文題目，著者名，所属機関名（同住

所），要旨，キーワードから構成されます．それぞれ，次の

順に横 1 段組で記載してください． 

主題 ：16 pt，センタリング 

 行間スペース ：約 5 mm（副題があるとき） 

  約 10 mm（副題がないとき） 

第 2 レベル見出しの前は 1 行空ける

1 行 

第 1 レベル見出しの前は 1 行空ける

1
0 
mm
 

1
0 
mm
 

約 5 mm 

約 5 mm 

約 5 mm 

約 10 mm 

約 10 mm 

約 10 mm 

第 1 レベル見出しの後は 1 行空ける

約
6 

m
m

  

上マージン 30 mm 

左
マ
ー
ジ
ン

2
0
 m
m

右
マ
ー
ジ
ン

2
0
 m
m

下マージン 20 mm 

↑ 

16 pt 

↑ 

8 pt ｺﾞｼｯｸ 

↑ 

8 pt 

← 10 pt 

← 12 pt 

← 8 pt 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 10 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 10 pt ｺﾞｼｯｸ

← 10 pt ｺﾞｼｯｸ ← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

8 pt 

↓ 

9 pt 

↓ 
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副題 ：10 pt，センタリング 

 行間スペース ：約 10 mm 

著者名（姓名の順） ：12 pt，センタリング 

 行間スペース ：約 5 mm 

所属機関名，同住所 ：8 pt，センタリング 

所属機関住所は，所属機関名の後に"，"（カン

マ）を付し，その後に続けて記してください． 

コレスポンディングオーサー（責任著者） 

         ：8 pt，センタリング 

コレスポンディングオーサーは必ず明記してく

ださい． 

Correspondence：責任著者名，e-mail：電子メ

ールアドレス 

 行間スペース ：約 10 mm 

要旨 ：8 pt，1 行およそ 50 文字， 

7 行以内 

 行間スペース ：約 5 mm 

キーワード ：8 pt，5～7 語，2 行以内 

要旨およびキーワードという標題のフォントはゴシック

体の全角を使用してください．その他のフォントは，漢字・

仮名は明朝体の全角，英字・数字は Times などの代表的な

Roman 体を利用してください． 

複数の所属機関名を記載する際は，著者と所属機関名を

アステリスク（＊）の数で対応づけてください． 

 

4. 本文部分のレイアウト 

 

本文とキーワードの間に，約 10 mm の行間スペースを設

けてください．文字間隔は，1 段 1 行が全角で約 25 文字，

1 ページ約 50 行となるよう調整してください． 

本文のフォントは漢字・仮名は明朝体の全角 9 pt，英字・

数字は Times などの代表的な Roman 体の 9 pt を用いてくだ

さい． 

 

4.1 見出し（見出しが 1 行を超えるときは，この例のよう

にインデントして折り返す） 

見出しのレベルは 3 段階までとします．したがって，第

3 レベルより下位の見出しは用いないでください． 

4.1.1 第 1 レベルの見出し 

第 1 レベルの見出し（章）のフォントは，漢字・仮名は

ゴシック体の全角 10 pt，英字・数字はゴシック体の半角 10 

pt とします．第 1 レベル番号，半角ピリオド，半角ブラン

ク（例えば 4. ）の直後から見出しを書きます．見出しの

上下に 1 行（約 8 mm）の行間スペースを設けます． 

4.1.2 第 2 レベルの見出し 

第 2 レベルの見出し（節）のフォントは，漢字・仮名は

ゴシック体の全角 9 pt，英字・数字はゴシック体の半角 9 pt

とします．第 1 レベル番号，半角ピリオド，第 2 レベル番

号，半角ブランク（例えば 4.1 ）の直後から見出しを書き

ます．見出しの上だけに 1 行（約 8 mm）の行間スペースを

設けてください． 

4.1.3 第 3 レベルの見出し 

第 3 レベルの見出し（項）のフォントは，漢字・仮名は

ゴシック体の全角 9 pt，英字・数字はゴシック体の半角 9 pt

とします．第 1 レベル番号，半角ピリオド，第 2 レベル番

号，半角ピリオド，第 3 レベル番号，半角ブランク（例え

ば 4.1.3 ）の直後から見出しを書きます．見出しの上下に

は行間スペースを設けません． 

 

4.2 数式および数学記号 

数式は，次に示す式（1），（2）のように，全角 1 字分下

げて書いてください． 

   
22

0
1

2 1
sin cos 2sin cos 2

5 2

n

n

n
Z d

     





     （1) 

2 2 2c c
c m

m

U p K
F k z

z z k
            

 （2) 

数学記号は，文章中に出てくる場合（例えば Fc）も，数

式のフォントと同じものを用いてください． 

式番号は括弧書きで右詰めにします． 

 

4.3 図表 

図表の例を Table 1 および Fig. 1 に示します． 

4.3.1 図表の位置 

図表はそれらを最初に引用する文章と同じページに置く

ことを原則とします．入りきらない場合，次ページに追い

出すことはかまいませんが，本文末尾にまとめることは不

可とします．図表の横幅は，原則として 1 段幅以上としま

 
Table 1 邦語で構成した表の例（邦語表題が 1 行を超えると

きは，インデントして折り返す） 
Example of the table (If the Japanese caption is longer than one 
line, indent the following lines) 

高さ 
（m） 

A 地点  B 地点 
気温（℃） 湿度（％）  気温（℃） 湿度（％） 

0.5 15.3 76  16.3 74 
1.0 14.7 73  15.2 72 
1.5 14.5 72  14.7 70 

 

図表と本文の間は 1 行空ける

← 10 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

↓8 pt ﾎﾞｰﾙﾄﾞ 

8

← 8 pt 

← 8 pt 

上マージン 25 mm 

左
マ
ー
ジ
ン

2
0
 m
m

約
5
0
行

 

 

 
Fig. 1 図の例 

Example of the figure 

粒径（mm） 

通
過

質
量
百
分

率
（

％
）

8 pt ﾎﾞｰﾙﾄﾞ→ ← 8 pt 

← 8 pt 

右
マ
ー
ジ
ン

2
0
 m
m

下マージン 20 mm 
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す．図表の幅が 1 段幅以下の場合でも，図表の横に本文を

配置することはやめてください．図表と本文の間には 1 行

の行間スペースを設けてください． 

4.3.2 図表の文字および標題 

図表の文字および標題のフォントは，漢字・仮名は明朝

体の全角，英字・数字は Times などの代表的な Roman 体を

使用してください． 

図表中の文字のサイズは 8 pt 程度としてください． 

図表の標題は，8 pt のサイズで次のように記載してくだ

さい． 

Fig＋半角ピリオド＋半角ブランク＋番号＋全角ブラ

ンク＋標題 

Table＋半角ブランク＋番号＋全角ブランク＋標題 

なお，標題の番号は Fig. 1，Table 1 のように太字表記し

てください． 

標題が長い場合には，サンプルの Table 1 のようにインデ

ントして折り返します． 

図表の標題は，原則として邦語と英語を併記してくださ

い．図表中の語句は，邦語または英語のどちらかに統一し

てください． 

4.3.3 図のファイル種別 

使用する図は，分解能の高いビットマップイメージ（300 

dpi 程度）を使用してください． 

 

4.4 脚注および付録 

脚注＊1 および付録はできるだけさけてください．やむを

得ず脚注を使用するときは，本文該当箇所右上に＊1 のよう

な脚注番号を明示し，該当ページの最下段に簡単・明瞭な

文章で記述してください．なお，説明が長すぎる場合，あ

るいは本文の流れと直接関係がない場合には付録として本

文末尾に置いてください． 

また，脚注記述部分の行間を，本文の行間よりやや小さ

くしてもよいこととします． 

 

4.5 引用文献 

本文中での文献の引用は，「Fast et al.（1996）によれば，」

「……といわれている（丸山ら，1986；中野ら，1992a）．」

のように記述してください． 

引用文献はすべて本文末尾にリストとしてまとめてくだ

さい．本文との間に 1 行（約 8 mm）の行間スペースを設け

て，引用文献という見出しをゴシック体の全角 9 pt で書い

てください．引用文献リストは，漢字・仮名は明朝体の全

角 8 pt，英字・数字は Times などの代表的な Roman 体 8 pt

を用いてください． 

引用文献は，邦文・英文に関わらず，筆頭著者の名字の

アルファベット順に並べてください．同じ発行年に同一筆

頭著者の文献がある場合には，発行年の後ろに a，b，c を

付けて区別してください． 

引用文献は次の書式に従って，ぶら下がりインデント（全

角 1 文字分のブランク）で書いてください．また，英文雑

誌・書籍の場合，雑誌名・書籍名はイタリックにしてくだ

さい． 

論文…著者名（発行年）：論文題目，雑誌名，巻(号)，開

始ページ-終了ページ． 

書籍…著者名（発行年）：書籍名，出版社，p.引用ページ． 

また，引用文献リスト部分の行間を本文の行間よりある

程度小さくしてもよいこととします． 

4.5.1 文献の引用例 

和文雑誌からの引用例． 

…と述べている（中野ら，1992a，1992b）． 

和文書籍からの引用例． 

…と報告されている（丸山ら，1986；渡辺・三野，1999）． 

英文雑誌からの引用例． 

…と述べている（Fast et al.，1996）． 

英文書籍からの引用例． 

…と報告されている（Schmugge and Andre，1991；Vose and 

Victoria，1986）． 

Web サイトからの引用例． 

…と述べている（Jennings，1998；気象庁，2008）． 

 

5. 英文題目部分のレイアウト 

 

英文題目部分と本文の間に約 10 mmの行間スペースを設

けてください．区切りが悪い場合には，強制改ページして

次のページの頭から英文題目部分を書き出してください． 

英文題目部分も，邦文題目部分と同様に，論文題目，著

者名，所属機関名（同住所），コレスポンディングオーサー，

要旨，キーワードから構成されます．レイアウトは邦文題

目部分と同様ですが，フォントは Times などの代表的な

Roman 体で，次のサイズを使用してください． 

主題 ：12 pt 

副題 ：10 pt 

著者名（姓名の順） ：10 pt 

所属機関名，同住所 ： 9 pt 

コレスポンディングオーサー ： 9 pt 

要旨（Abstract） ： 9 pt，12 行以内 

キーワード（Key word） ： 9 pt，3 行以内 

なお，主題は太字，所属機関名はイタリックにしてくだ

さい．主題，副題，著者名，所属機関名（同住所），コレス

ポンディングオーサーはセンタリング，要旨，キーワード

は両端揃えにしてください．英文要旨は 12 行以内で，英語

キーワードは邦語キーワードの順序に対応させて記載して

ください． 

複数の所属機関名を記載する際は，著者名と所属機関名

をアステリスク（*）の数で対応づけしてください． 

 

6. おわりに 

 

謝辞，付録を記載される場合には，本文の末尾，引用文

献の前に置いてください．なお，記載順序は，謝辞，付録
＊1 脚注の文字は，漢字・仮名は明朝体の全角 8 pt，英字・数字

は Times などの代表的な Roman 体 8 pt を使用してください． 

← 10 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 10 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

← 9 pt ｺﾞｼｯｸ 

8 pt→ 
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の順とします． 

 

謝辞：謝辞は，本文との間に 1 行（約 8 mm）の行間スペースを設

けて書きます．謝辞という見出しをゴシック体の全角 8 pt で書い

た後に"："（コロン）を付し，その後に続けて謝辞の文章を書いて

ください．謝辞の文章は，漢字・仮名は明朝体の全角 8 pt，英字・

数字は Times などの代表的な Roman 体を用いて書いてください． 

 

付録  付録に関する説明 

付録は，謝辞（謝辞がない場合は本文末尾）との間に 1 行（約 8 

mm）の行間スペースを設けて書きます．付録という見出しをゴシ

ック体の全角 8 pt で書き，その直後に全角 2 文字分のブランクを

設け，付録の標題をゴシック体の 8 pt で書きます． 

付録の文章は，標題の次の行から書き始めます．付録の文字は

漢字・仮名は明朝体の全角 8 pt，英字・数字は Times などの代表的

な Roman 体 8 pt を用いて書いてください． 

なお，引用文献リストと同様，謝辞および付録の記述部分の行

間を本文の行間よりある程度小さくしてもよいこととします．  

以下に，付録での数式・図の例を示します． 

2 2 2c c
c m

m

U p K
F k z

z z k
            

 （A1) 
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